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企
業
再
生
、さ
ま
ざ
ま
な
人
生
模
様
を
見
る

青木　康弘

〈〉

官民連携で拓く旅館・ホテルの未来（）

新
社
長
に
北
村
氏

深
谷
氏
は
会
長
に

オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産

ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
検
定

京
都
で
試
験
、４
人
合
格

ホスピタリティテックＥＸＰＯ

最新技術の展示会

ＲＸＪａｐａｎ年月に初開催

日
本
地
域
セ
ン
タ
ー
長

兼
東
京
支
社
長
に
鄭
氏

韓
国
観
光
公
社

昭
和
１
０
１
年
が
明
け
た
。
こ
の

１
年
も
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

本
業
の
経
営
改
善
・
再
生
で
も
忘
れ

ら
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

温
泉
旅
館
を
女
将
と
し
て
取
り
仕

切
っ
て
い
た
女
性
。
売
り
上
げ
の
低

迷
と
過
剰
債
務
に
苦
し
ん
で
い
た
。

ど
う
あ
が
い
て
も
再
生
は
困
難
と
廃

業
を
決
断
す
る
。
法
律
の
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
、
自

身
の
自
己
破
産
手
続
き
も
行
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
折
「
う
ち
の
旅
館

の
弱
み
は
中
心
と
な
る
女
性
が
い
な

い
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
誰
か
い
い
人

い
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
話

が
舞
い
込
ん
だ
。
全
く
違
う
地
域
の

旅
館
で
あ
っ
た
が
、
か
え
っ
て
し
が

ら
み
が
な
い
ほ
う
が
い
い
、
と
い
う

判
断
で
雇
わ
れ
女
将
を
引
き
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
今
で
は
地
域
の
女

将
の
間
で
も
中
心
的
な
役
割
を
担
う

ま
で
に
な
っ
て
お
り
、
す
こ
ぶ
る
健

康
そ
う
な
明
る
い
笑
顔
が
返
っ
て
く

る
。
私
も
う
れ
し
い
限
り
だ
。

温
泉
旅
館
の
若
社
長
。
営
業
体
制

の
強
化
を
図
り
何
と
か
債
務
の
利
益

償
還
を
図
ろ
う
と
、
企
業
再
生
の
専

門
家
に
も
相
談
し
な
が
ら
業
績
の
回

復
に
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
競
合
他

社
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
も
あ
り
業

績
の
回
復
は
思
う
よ
う
に
な
ら
な
か

っ
た
。
最
終
手
段
と
し
て
民
事
再
生

に
よ
る
事
業
の
再
構
築
を
図
っ
た

が
、
再
生
計
画
は
認
め
ら
れ
た
も
の

の
結
果
と
し
て
は
再
生
を
断
念
、
破

産
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
旅
館
事
業

は
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

が
、
専
門
家
集
団
と
と
も
に
自
ら
必

死
に
再
生
に
取
り
組
ん
だ
経
験
が
生

き
た
。
現
在
は
企
業
再
生
業
務
を
専

門
家
の
下
で
勉
強
し
な
が
ら
企
業
再

生
の
プ
ロ
を
目
指
す
毎
日
だ
。

先
日
相
談
に
訪
れ
た

代
の
青

年
。
「
こ
の
ま
ま
交
渉
に
参
加
す
る

か
、
家
業
を
離
れ
て
別
の
仕
事
に
就

く
か
、
結
論
を
出
せ
ず
に
い
ま
す
。

ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？
」。

旅
館
を
営
む
家
業
が
危
機
的
状
況
に

瀕
し
て
お
り
心
底
悩
ん
で
い
た
。
親

が
経
営
す
る
旅
館
（
Ａ
社
）
が
親
の

兄
弟
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
（
Ｂ

社
）
の
金
融
債
務
の
連
帯
保
証
を
し

て
い
た
。
そ
の
上
、
親
も
連
帯
保
証

人
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
か
ろ
う

じ
て
取
締
役
で
あ
る
本
人
は
保
証
人

で
は
な
い
。
Ｂ
社
の
金
融
債
務
の
償

還
が
か
な
り
の
期
間
滞
っ
た
た
め
、

期
限
の
利
益
喪
失
と
な
り
、
Ａ
社
に

も
債
務
償
還
の
通
知
が
届
い
て
い
る

が
そ
こ
ま
で
の
余
裕
は
な
い
。
ス
ポ

ン
サ
ー
候
補
は
数
社
あ
る
よ
う
で
何

と
か
再
生
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。旅

館
の
損
益
状
況
か
ら
考
え
て
も

再
生
は
容
易
で
は
な
く
、
い
ず
れ
に

し
て
も
い
ば
ら
の
道
か
ら
は
逃
れ
ら

れ
な
い
状
況
で
冒
頭
の
言
葉
が
飛
び

出
し
て
き
た
。
こ
の
案
件
、
現
在
進

行
形
で
は
あ
る
。

現
状
に
踏
み
と
ど
ま
り
歯
を
食
い

し
ば
っ
て
乗
り
切
る
こ
と
も
選
択
肢

の
一
つ
だ
。
し
か
し
、
再
生
は
相
手

の
あ
る
こ
と
で
、
次
の
人
生
に
踏
み

出
す
と
い
う
決
断
も
あ
り
得
る
。
こ

れ
ま
で
、
実
際
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
た

ち
の
人
生
模
様
を
見
せ
て
も
ら
っ
て

き
た
。

か
く
い
う
私
自
身
も
携
わ
っ
た
主

な
職
業
だ
け
で
も
、
銀
行
員
、
旅
館

ホ
テ
ル
経
営
、
設
計
会
社
の
営
業
、

企
業
再
生
人
、
な
ど
そ
の
時
々
で
い

ろ
い
ろ
な
方
々
の
お
世
話
に
な
り
な

が
ら
現
在
が
あ
る
。
選
択
肢
が
い
く

つ
か
あ
っ
て
も
一
度
に
選
択
で
き
る

道
は
限
ら
れ
て
い
る
し
、
身
は
一
つ

し
か
な
い
。
逃
げ
ず
に
勇
気
を
も
っ

て
前
に
進
む
し
か
な
い
。
必
ず
一
筋

の
光
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。

（
Ｅ
Ｈ
Ｓ
研
究
所
会
長
）

＝
月
１
回
掲
載

前
回
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
は
、

官
民
連
携
に
関
心
を
持
つ
事
業

者
が
、ど
こ
か
ら
情
報
を
得
て
、

ど
の
よ
う
に
行
政
と
関
係
を
築

い
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
そ
の

入
り
口
を
整
理
し
て
き
た
。
今

回
コ
ラ
ム
で
は
、
実
際
に
事
業

化
を
判
断
し
、
提
案
と
し
て
形

に
し
て
い
く
段
階
で
何
が
問
わ

れ
る
の
か
を
述
べ
た
い
。

次
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
が

事
業
性
の
見
極
め
で
あ
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
最
初
か
ら

精
緻
な
事
業
計
画
を
つ
く
る
こ

と
で
は
な
い
。
需
要
の
見
立
て

や
初
期
投
資
、
資
金
調
達
、
投

資
回
収
期
間
の
概
要
を
整
理

し
、
自
社
が
許
容
で
き
る
リ
ス

ク
な
の
か
確
認
す
る
こ
と
に
意

味
が
あ
る
。
同
じ
施
設
で
も
、

指
定
管
理
か
、
Ｄ
Ｂ
Ｏ
や
Ｂ
Ｔ

Ｏ
か
、
あ
る
い
は
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
か
に
よ
っ
て
、収
益
構
造
、

責
任
範
囲
は
大
き
く
変
わ
る
。

運
営
の
自
由
度
が
高
ま
る
ほ
ど

負
担
や
リ
ス
ク
も
増
す
た
め
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比

較
し
て
、
事
業
手
法
を
決
め
る

こ
と
が
参
入
判
断
の
核
心
と
な

る
。こ

の
段
階
で
陥
り
や
す
い
の

が
、
自
社
だ
け
で
答
え
を
出
そ

う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
官
民

連
携
は
金
融
、
税
務
・
会
計
、

法
務
、
建
設
、
運
営
と
い
っ
た

幅
広
い
領
域
の
専
門
性
が
必
要

と
な
る
。
早
い
段
階
か
ら
専
門

家
に
相
談
し
、
計
画
の
現
実
性

や
リ
ス
ク
を
外
部
の
目
で
確
認

し
て
も
ら
う
こ
と
が
望
ま
し

い
。あ

わ
せ
て
準
備
を
し
て
お
き

た
い
の
が
チ
ー
ム
づ
く
り
で
あ

る
。
官
民
連
携
案
件
は
、
公
募

が
始
ま
っ
て
か
ら
慌
て
て
体
制

を
整
え
て
も
間
に
合
わ
な
い
。

設
計
、
建
設
、
金
融
、
運
営
な

ど
、
将
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な

り
得
る
企
業
と
は
、
日
頃
か
ら

情
報
交
換
を
重
ね
、
一
定
の
条

件
が
そ
ろ
え
ば
共
同
で
提
案
で

き
る
関
係
性
を
築
い
て
お
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。

事
業
性
の
検
討
と
並
行
し
て

準
備
す
る
の
が
提
案
書
で
あ

る
。
求
め
ら
れ
る
の
は
理
想
論

で
は
な
く
、
行
政
が
何
を
不
安

に
思
い
、
何
を
期
待
し
て
い
る

の
か
を
理
解
し
た
提
案
で
あ

る
。
多
く
の
案
件
に
共
通
す
る

の
は
、
財
政
負
担
の
抑
制
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
、
地

域
価
値
の
発
信
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
、
提
案
書
で

具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

単
な
る
コ
ス
ト
削
減
で
は
足
り

な
い
。
収
益
構
造
の
工
夫
に
よ

る
負
担
軽
減
、
提
供
す
る
体
験

価
値
、
長
期
に
わ
た
り
地
域
に

関
わ
り
続
け
る
意
思
が
実
施
体

制
や
計
画
に
織
り
込
ま
れ
て
い

る
か
。
こ
れ
ら
が
言
語
化
さ
れ

て
初
め
て
、
提
案
は
評
価
委
員

会
の
土
俵
に
乗
る
。

提
案
書
は
評
価
項
目
に
沿
っ

て
、
課
題
整
理
、
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
、
事
業
ス
キ
ー
ム
と
リ
ス

ク
分
担
、
収
支
計
画
、
波
及
効

果
へ
と
展
開
す
る
と
理
解
さ
れ

や
す
い
。
文
章
だ
け
で
説
明
し

よ
う
と
せ
ず
、
数
値
や
図
で
全

体
像
が
直
感
的
に
伝
わ
る
構
成

を
心
掛
け
た
い
。
評
価
者
は
宿

泊
業
や
観
光
の
専
門
家
で
な
い

こ
と
が
多
い
。
専
門
用
語
よ
り

も
行
政
の
意
図
に
沿
っ
て
伝
わ

る
言
葉
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

官
民
連
携
は
書
類
の
巧
拙
を

競
う
も
の
で
は
な
い
。
行
政
は

十
年
、
二
十
年
と
い
う
時
間
軸

で
地
域
を
託
す
相
手
を
選
ぶ
。

事
業
が
厳
し
く
な
っ
た
と
き
に

ど
う
向
き
合
う
の
か
。
担
当
者

が
変
わ
っ
て
も
関
係
性
は
続
く

の
か
。そ
う
し
た
不
安
に
対
し
、

皆
さ
ま
が
自
身
の
言
葉
で
語
れ

る
か
ど
う
か
が
、
提
案
全
体
の

信
頼
性
を
決
定
づ
け
る
。

（
ア
ル
フ
ァ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
代
表
取
締
役
）

（２５） 第３２９７号第３種郵便物認可２０２６年（令和８年）１月１日（木曜日）増刊

北
村
達
也
氏

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
グ
ロ

ー
バ
ル（
田
中
千
恵
子
代
表
）

は

月
７
日
、
京
都
市
内
で

ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
検
定
を

開
い
た
。
観
光
に
関
心
あ
る

学
生
や
社
会
人
ら
が
参
加
。

観
光
の
現
況
や
ツ
ー
リ
ス
ト

シ
ッ
プ
の
考
え
方
な
ど
を
座

学
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
学
ん
だ
上
で
検
定
を
受

検
。
４
人
の
合
格
者
に
田
中

代
表
が
修
了
証
を
手
渡
し

た
。ツ

ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
検
定

は
、
一
般
社
団
法
人
ツ
ー
リ

ス
ト
シ
ッ
プ
（
田
中
代
表
）

が
提
唱
、
啓
蒙
活
動
を
行
っ

て
い
る
旅
行
者
の
行
動
や
行

動
姿
勢
「
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ

プ
」
の
理
解
浸
透
を
目
的
に

し
た
も
の
。
行
動
基
準
「
ツ

ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
行
動
集
」

を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
講
義
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
検
定
試

験
で
構
成
。
合
格
者
に
は
認

定
証
を
授
与
す
る
ほ
か
、
合

格
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
招
待
し
て
い
る
。

８
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
、
９
月
か
ら
リ
ア
ル
会
場

で
の
検
定
を
始
め
た
。
リ
ア

ル
開
催
は
、
京
都
、
北
海
道

・
知
床
、
東
京
に
続
き
４
回

目
。ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

旅
行
者
の
様
子
を
表
し
た
イ

ラ
ス
ト
を
題
材
に
、
行
動
集

の
何
番
に
関
連
す
る
か
を
考

え
て
発
表
し
た
ほ
か
、
参
加

者
の
選
ん
だ
観
光
地
に
関
す

る
ツ
ー
リ
ス
ト
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
意
見
交
換
。
そ
の
後
検

定
を
受
検
し
、
受
講
し
た
４

人
全
員
が
合
格
、
認
定
証
を

受
け
取
っ
た
。

受
講
者
し
た
同
志
社
女
子

大
学
の
田
宮
柚
奈
さ
ん
は

「
自
分
よ
り
も
旅
の
経
験
値

の
高
い
参
加
者
の
話
が
聞
け

て
、と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
」

と
笑
顔
で
語
っ
た
。

次
回
は
１
月

日
に
東
京

で
実
施
す
る
。

展
示
会
主
催
会
社
の
Ｒ
Ｘ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（
東
京
都
中

央
区
）
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
産
業
全
体
が
直
面
す
る
課

題
を
解
決
す
る
最
新
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ
に
し

た
新
た
な
展
示
会
「
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
テ
ッ
ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ

Ｏ
」
を
２
０
２
６
年

月
に

開
催
す
る
と
発
表
し
た
。

従
来
開
催
し
て
き
た
観
光

・
宿
泊
市
場
向
け
の
「
観
光

Ｄ
Ｘ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
と
、
飲
食
業
を
対

象
に
し
た
「
飲
食
業
界
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
」
を

統
合
し
た
。
会
期
は

年


月
２
～
４
日
で
、
東
京
都
江

東
区
の
有
明
Ｇ
Ｙ
Ｍ
―
Ｅ
Ｘ

で
開
催
す
る
。

Ｒ
Ｘ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
で
は

「
展
示
会
来
場
者
の
目
標
数

は
１
万
人
を
目
指
し
、現
在
、

出
展
社
を
積
極
的
に
募
っ
て

い
る
」
と
し
て
、
出
展
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。


年

月

日
に
東
京
都

内
で
開
か
れ
た
発
表
会
＝
写

真
＝
で
は
、
新
た
な
展
示
会

の
開
催
概
要
や
、
出
展
成
果

を
高
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
な

ど
を
紹
介
し
た
。
ホ
テ
ル
三

日
月
社
長
の
滿
間
信
樹
氏
を

ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
に
迎

え
、
「
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
お

け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
の

現
状
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
演
も
行
わ
れ
た
。

第
１
回
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
テ
ッ
ク
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
の
詳

細
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://www.hospitality-s
how.jp/tokyo/ja-jp.html

）

で
紹
介
し
て
い
る
。

オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
（
東

京
都
港
区
）
の
新
社
長
に
オ

リ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
執
行
役

員
の
北
村
達
也
氏
が
就
く
。

１
月
１
日
付
。
現
社
長
の
深

谷
敏
成
氏
は
会
長
に
就
任
す

る
。
「
さ
ら
な
る
成
長
と
事

業
の
発
展
を
図
る
」と
同
社
。

北
村
氏
は
２
０
０
０
年
オ

リ
ッ
ク
ス
入
社
。

年
オ
リ

ッ
ク
ス
不
動
産
の
不
動
産
投

資
事
業
第
一
部
長
、

年
か

ら
オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
投
資

顧
問
の
社
長
を
歴
任
。

オ
リ
ッ
ク
ス
不
動
産
は
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
商
業
施
設

の
不
動
産
投
資
・
開
発
事
業

や
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
、
水
族

館
と
い
っ
た
施
設
運
営
事
業

な
ど
を
展
開
す
る
オ
リ
ッ
ク

ス
グ
ル
ー
プ
の
総
合
不
動
産

会
社
。
「
オ
リ
ッ
ク
ス
ホ
テ

ル
ズ
＆
リ
ゾ
ー
ツ
」
ブ
ラ
ン

ド
の
宿
泊
施
設
の
開
発
や
保

有
を
行
う
ほ
か
、
「
別
府
温

泉

杉
乃
井
ホ
テ
ル
」
「
会

津
・
東
山
温
泉

御
宿

東

鳳
」
な
ど
は
、
１
０
０
％
子

会
社
の
オ
リ
ッ
ク
ス
・
ホ
テ

ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
運
営
を

行
う
。

韓
国
観
光
公
社
の
日
本
地

域
セ
ン
タ
ー
長
兼
東
京
支
社

長
に
１
月
１
日
付
で
鄭
槿
喜

（
ジ
ョ
ン
・
グ
ニ
）
氏
が
就

任
す
る
。
前
任
の
金
観
美

（
キ
ム
・
グ
ァ
ン
ミ
）
氏
は

韓
国
本
社
に
帰
任
す
る
。




